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昭和 30－32 年の WHEELHOSE, CONTROL ROOM

１）Ｗ３０－０１

「船の科学」1956-2 VOL.9 NO.2 より

・超大型タンカー「VEEDOL」 号 WHEEL HOUSE

DW ：45,833 LT

・船主 ：Tide Water Tankers Co., Ltd (Liberia)

・建造 ：三菱造船（株） 長崎造船所

昭和３０年１１月１日 竣工

・この船も操舵スタンドの前に磁気コンパスが装備されて

いる。操舵ハンドルは大きく立派である。

２）Ｗ３１－０１

「船の科学」 1956-4 VOL.9 NO.4 より

・貨物船「三笠丸」 WHEEL HOUSE

DW ：7,942 kt

・船主 ：日本郵船（株）

・建造 ：名村造船（株）

昭和３１年３月１５日 竣工

・磁気コンパスは反映式となっている。天井に

反映用の筒、Voice Tube が見える。

・写真の中央はレーダ指示機。

・照明は白熱灯。

３）Ｗ３２－０１

「船の科学」 1957-3 VOL.10 NO.3 より

・第１２次貨物船「日久丸」WHEEL HOUSE

DW ：15,417 kt

・船主 ：日産汽船（株）

・建造 ：日本鋼管（株）鶴見造船所

昭和３２年２月６日 竣工

・Ｗ／Ｈの前壁はやや円形になっている。

・手前はエンジン・テレグラフ、中央は操舵スタ

ンド。レーダ指示機は右舷側にあるようだがよく

分からない。

・天井部の電線はカバーされてない。
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４）Ｗ３２－０２

・上記 「日久丸」 の RADIO ROOM

・手前は受信コンソール、後方は送信機。

天井に見えるのは送信アンテナの切替器。

５）Ｗ３２－０３

「船の科学」 1957-10 VOL.10 NO.10

・貨客船「壹州丸」 WHEEL HOUSE

総トン数：586.53Ｔ

・船主 ：九州郵船（株）

・建造 ：日立造船（株）向島

昭和３２年２月２２日 引渡し

・操舵スタンドの前にあるのは磁気コンパス。

６）Ｗ３２－０４

「船の科学」 1957-9 VOL.10 NO.9 より

・第１２次油槽船「第五雄洋丸」

WHEEL HOUSE

DW ：34,072 kt

・船主 ：森田汽船（株）

・建造 ：日立造船（株）因島

昭和３２年８月１８日 竣工

・操舵スタンドへの電線導入はサイドから

行っている。電線はむき出しである。

・前壁上部にあるのは航海計器の表示部と思

われる。

・レーダ指示機は左舷側に見える。
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７）Ｗ３２－０５

「船の科学」 1957-10 VOL.10 NO.10 より

・青函連絡船「十和田丸」WHEEL HOUSE

総トン数 ：6,148.08T

・船主 ：日本国有鉄道

・建造 ：新三菱重工業（株）神戸造船所

昭和３２年９月１６日 竣工

・エンテレが２台見える。本船には主機2基が

装備されている。

・昭和 29年 9月 26日北海道を襲った台風15号

により青函連絡船 5隻が沈没、そのために輸送

業務に支障を来たし建造することになったと

書かれている。

８）Ｗ３２－０６

「船の科学」1957-12 VOL.10 NO.12 より

・ボーキサイト鉱石運搬船「SUNWALKER」号

WHEEL HOUSE

DW ：8,916.8 英トン

・船主 ：ALMINIUM CAMPANY OF

CANADA

・建造 ：浦賀船渠

昭和 32年 竣工

・手前にあるのはエンテレ。天井には Voice Tube

反映式磁気コンパスの筒が見える。

９）Ｗ３２－０７

「船の科学」 1958-1 VOL.11 NO.1 より

・輸出ばら積貨物船「ANDROS MAIDEN」

WHEEL HOUSE

DW ：21,581 Lt

・船主 ： Monforte Compania Naviera S.A.

(Panama)

・建造 ：石川島重工業（株）

昭和 32年 12月 3日 竣工

・手前にエンテレとレーダ指示機が見える。

操舵スタンドの前にあるのは磁気コンパス。

[メ モ]

１）レーダは殆んどの船で採用されている。

２）磁気コンパスはまだWHEEL HOUSE の中央に装備されている船が幾つか見られる。反映式に変わりつつある

時期と思われる。


